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世 帯 数 	14,650 
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52,641人 
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綴舞舞編勲懸響 
久
し
振
り
に
沸
い
た
 

豊
作
の
取
り
入
れ
も
終
り
 

父
は
出
稼
ぎ
に
発
っ
た
 

一
冬
の
別
れ
は
長
い
が
 

正
月
に
は
一
度
帰
る
と
 

屈
託
の
な
い
声
が
明
る
い
 

太
い
指
の
掌
が
 

子
ら
の
頭
を
な
で
る
 

お
土
産
は
何
か
な
？
・
 

も
う
子
ら
は
帰
り
を
待
つ
 

田
ん
ぼ
の
刈
り
跡
を
 

低
い
雲
の
影
が
よ
ぎ
り
 

お
岩
木
様
は
も
う
雪
だ
 

冷
た
い
水
で
漬
菜
を
洗
う
 

母
も
せ
っ
せ
と
忙
し
い
 

も
た
も
た
し
て
い
る
と
 

冬
が
山
を
駆
け
降
り
て
来
る
 

そ
ん
な
北
の
津
軽
路
を
 

お
ら
が
津
鉄
の
ス
ト
ー
ブ
列
車
 

煙
り
を
吐
い
て
今
年
も
走
る
 

車
内
は
ぽ
か
ぼ
か
暖
か
く
 

お
伽
の
国
の
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
だ
 

豊
富
な
話
題
が
 

あ
か
あ
か
と
燃
え
る
火
を
囲
む
 

村
へ
来
た
嫁
コ
の
話
 

よ
く
当
る
イ
ダ
コ
の
話
 

墓

界
さ
就
職
し
た
息
子
の
話
 

そ
し
て
夫
の
飯
場
の
話
等
々
 

地
域
を
興
す
足
と
な
り
 

夢
を
育
て
て
五
十
余
年
 

う
な
る
地
吹
雪
な
ん
の
そ
の
 

北
の
ロ
マ
ン
を
か
き
た
て
て
 

今
年
も
ス
ト
ー
プ
列
車
が
走
る
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西
北
五
を
結
ぶ
大
動
脈
 

6
3年
度
完
成
 
盛
大
に
起
工

式
 

県
営
津
軽
北
部
地
区
広
域
営

農
団
地
農
道
整
備
事
業
で
建
設

が
進
め
ら
れ
て
い
た
「
新
津
軽

大
橋
」
の
地
鎮
祭
及
び
起
工
式

が
十
月
三
十
一
日
、
建
設
現
場
 

で
県
知
事
（
代理
）
は
じ
め
東
北

地
方
農
政
局
、
東
北
地
方
建
設

局
、関
係
市
町
村
長
、西
・
北
土
地

改
良
区
理
事
長
ら
八
十
名
が
出

席
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
農
道
は
、
本
市
を
は
じ

め
木
造
町
、
森
田
村
、
稲
垣
村
、
 

車
力
村
、
柏
村
の
一
市
一
町
四

村
で
組
織
し
て
い
る
津
軽
北
部

地
区
大
規
模
農
道
促
進
協
議
会
 

（
会
長
・
森
田
市
長
）
が
中
心

と
な
っ
て
整
備
促
進
を
強
力
に

陳
情
し
て
き
た
も
の
で
、
本
市
 

か
ら
木
造
町
、
稲
垣
村
を
通
り

車
力
村
に
至
る
延
長

一
二
、
〇

五
八
メ
ー
ト
ル
の
広
域
農
道
で

す
。
 

こ
れ
の
概
算
事
業
費
は
、
一
ニ

十
一
億
三
千
万
円
余
が
見
込
ま

れ
、
七
十
二
年
度
の
完
成
が
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

「新津軽大橋」建設地鎮祭 

‘津軽北部Iと己広議掌農認表道整備事奮起工式‘ 
~】， ツ 	 ーI’ ー’ 

~ 	 J' 
ノ、 	 ノ、 

J' ‘一
ノ、 

起工式であいさつをする森田市長 

1,て , 

こ
れ
ま
で
、
木
造
新
田
、
屍

風
山
一
帯
か
ら
の
農
産
物
な
ど

の
流
通
路
は
、
乾
橋
の
交
通
渋

滞
に
よ
り
そ
の
目
的
を
疎
外
さ

れ
て
お
り
、
団
地
全
地
域
の
農

業
生
産
流
通
の
幹
線
農
道
の
必

要
性
が
叫
ば
れ
て
来
ま
し
た
が
、
 

こ
の
農
道
の
完
成
に
よ
り
津
軽

北
部
の
食
糧
基
地
で
あ
る
そ
れ

ぞ
れ
の
営
農
団
地
が

一
体
化
さ

れ
、
生
産
か
ら
流
通
、
加
工
、
 

資
材
運
搬
ま
で
計
画
的
集
出
荷

が
容
易
に
な
り
、
高
速
輸
送
体

系
へ
の
接
続
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
 

と
り
わ
け
今
年
度
か
ら
着
工

の
新
津
軽
大
橋
は
、
市
内
田
川

地
区
と
木
造
町
芦
屋
地
区
を
直

結
す
る
西
北
地
方
の
大
動
脈
と

な
る
も
の
で
す
。
 

今
年
か
ら
五
カ
年
計
画
で
、
 

工
事
費
十
四
、
五
億
円
を
か
け

て
完
成
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
今
年
度
は
事
業
費

一
億
九
千
七
百
万
円
の
う
ち
約

六
千
万
円
で
橋
脚
二
基
を
仕
上

げ
ま
す
。
 

現
在
西
北
の
交
通
は
、
国
道

一
〇
一
号
線
の
乾
橋
一
本
だ
け
 

に
頼
っ
て
い
ま
す
が
、
交
通
渋

滞
が
ひ
ど
く
な
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
こ
の
大
橋
の
早
期
完

成
に
は
、
農
産
物
の
流
通
路
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
住
民

の
交
流
の
橋
と
し
て
も
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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※
燃
え
る
ゴ
ミ
の
焼
却
場
 

※
燃
え
な
い
ゴミ
の
埋
立
地
 

市
内
大
字
高
瀬
字
一
本
柳
一
番
地
 

市
内
大
字
野
里
字
山
の
越
二
五
の
一
 

野
 里
 
不
燃

物

埋

立
地

西
北
五
衛
生
処
理
組
合
焼
却
場
 

次
回
は
処
分
料
金
等
 

粗 大 ゴ ミ 燃えないゴミ 燃えるゴミ 
分
 
別
 

せ
ん
。
 
 

し
ま
す
。
 
 

●

大
型
電
化
製
品
、

タ
タ
ミ
、

タ
ン
ス
等
 

●

市
で
は
こ
の
ゴ
II、
は
収
集
し

て
お
り
ま

自
ら
埋
立
地
等

に
処
理
す
る
か
、

ゴ
ミ

収
集
業
者

に
依
頼
し

て
処
分
を
お
願
い

の
家
具
等
、
自
転
車
、

厨
房
用
具
等
。
  

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
。
  

原
因
と
な
る
た
め
）
 
 

・

空
缶
、
空
ビ

ン
、
ガ
ラ
ス
く
ず
、

蛍
光
  

（
ゴ
ム
、
ビ

ニ
ー
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク

管
、
電
気
釜
、

ゴ
ム
、
ビ

ニ
ー
ル
製
品
、
  

製
品
は
燃
え
ま
す
が
、

大
気
汚
染
の
 

も
の
。
 
（

水
切
十
分
な
も

の
'
-
6
 

 

ず
、
残
飯
等

も
含
む
家
庭
厨
介

類
 

●

紙
く
ず
、
新
聞
、
雑
誌
、

靴
、

ボ

ロ
く
 

●

木
、

竹
、

わ
ら
工

品
等

及
び

畑
か

ら

出
る
草
、
キ
ミ
殻
等

は
よ
く
乾
燥
し

た

も
の
で
、
五
〇
セ
ン
チ
位
に

切
断
し
た
 

ゴ
 

ミ
 

類
  

h
ミ
の
処

理
の
仕
方
を
、
も
う
一
度
確
か

め
ま
し
ょ

う
 

准
用掃
 

ー
 

、
ンリ
ー
ズ
ロ
 

（
衛
生
課
）
 

暴力110番 

県警捜査二課 017773)2770番

青 森 署 0177(2Z3300番

弘 前 署 0172(34(8888番

五所川原署 0173(34)7000番 

"
 

総
決
起
大
会
に
八
百
人
参
加
 

暴
力
を
許
す
な
。
市
民
総
ぐ

る
み
で
追
放
に
立
ち
上
が
ろ
う
 

ー
。
と
十

一
月
七
日
午
後
一
時
、
 

市
民
文
化
会
館
で
「
暴
力
追
放

市
民
総
決
起
大
会
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。
 

大
会
は
市
を
は
じ
め
、
市
町

内
会
連
合
会
、
五
所
川
原
地
区

防
犯
協
会
、
五
所
川
原
地
区
B
 

B
s
会
、
市
連
合
P
T
A
、
五

所
川
原
警
察
署
な
ど
合
わ
せ
て
 
 

三
十
八
関
係
団
体
、
約
八
百
人

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

大
会
は
暴
力
へ
の
怒
り
と
と

も
に
、
市
民
に
広
が
り
を
み
せ

て
い
る
暴
力
追
放
の
機
運
を
高

め
、
市
民
一
丸
と
な
っ
て
排
暴

運
動
を
展
開
し
よ
う
ー
と
市
が

音
頭
を
取
っ
た
も
の
で
す
。
 

大
会
は
佐
々
木
初
海
地
区
更

生
保
護
婦
人
会
長
の
開
会
宣
言

の
こ
と
ば
で
始
ま
り
、
初
め
に
 
 

森
田
市
長
が
「
明
る
く
平
和
な

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
暴
力

追
放
が

一
大
市
民
運
動
に
高
ま

る
こ
と
を
望
み
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
地
代
所
警
察
署
長
か

ら
は
「
完
全
追
放
に
は
何
よ
り

も
市
民
の
協
力
が
不
可
欠
。
今

大
会
を
契
機
に
全
市
民
が
勇
気

を
も
っ
て
徹
底
追
放
に
立
ち
上

が
り
、

一
丸
と
な
っ
て
息
の
長

い
運
動
を
続
け
て
ほ
し
い
」
と

市
民
の
協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。
 

続
い
て
、
浅
川
勇
市
議
会
議

員
（
議
長代
理
）
が次
の
大
会
宣

言
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。
 

m
暴
力
を
温
存
し
な
い
よ
う

社
会
環
境
の
浄
化
運
動
を
進
め

る
。
 

②
暴
力
団
へ
の
資
金
供
給
と

な
る
よ
う
な
行
為
を
追
放
す
る
。
 

⑧
小
さ
な
暴
力
も
絶
対
に
許

さ
ぬ
勇
気
キ
1
ゃ
った
行
動
を
と
る
。
 

こ
の
あ
と
、
五
所
川
原
第
一

中
学
校
の
プ
ラ
ス
バ
ン
ド
な
ど

も
参
加
し
て
全
員
が
バ
ト
カ

ー
 

を
先
導
に
、
市
内
目
抜
き
通
り

を
約
三
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
パ
レ
 

ー
ド
を
し
、
道
行
く
市
民
た

ち
に
約
三
千
枚
の
チ
ラ
シ
を
配

り
、
暴
力
追
放
を
強
く
訴
え
ま

し
た
。
 

事
件
の
発
生
を
 

知
っ
た
ら
 

暴
力
一
一
〇
番

へ
 

現
在
、
市
民
生
活
を
脅
か
し

て
い
る
暴
力
団
対
立
抗
争
事
件

に
対
し
、
五
所
川
原
警
察
署
は

全
署
員
あ
げ
て
、
事
件
の
早
期

解
決
及
び
未
然
防
止
に
努
カ
し

て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
市
民
の
協
力
な
く

し
て
は
事
件
の
解
決
は
困
難
で

あ
り
、
今
回
の
事
件
に
関
係
す

る
も
の
や
、
暴
力
団
に
関
す
る

情
報
な
ど
を
積
極
的
に
提
供
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
十
月
二
十

五
日
か
ら
当
分
の
間
「
暴
力
一

一
〇
番
」
を
設
置
し
、
暴
カ
を

追
放
し
て
明
る
く
住
み
よ
い
街

づ
く
り
の
た
め
、
広
く
市
民
の

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
 

仕
返
し
が
怖
い
か
ら
な
ど
の

理
由
で
通
報
し
な
い
と
、
暴
力

団
を
助
長
さ
せ
、
さ
ら
に
次
の

抗
争
事
件
を
誘
発
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
 

引
込
み
思
案
に
な
ら
ず
、
ぜ

ひ
暴
力
一

一
〇
番
に
通
報
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

（
五所
川
原
警
察
署
）
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自
治

省
事

務
次
官
通

知
（
自
治

給
第
三
十
九

号
）
に
基
づ

き
職

員
の

給
与
を

公
表
し

ま
す
 

市
民
の
善
意
を
求
め
 

繋

募
金
呼
び
か
け
瑞
 

や
さ
し
さ
を
隣
人
に
ー
。
赤

い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
、
去

る
十
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
 

全
国
各
地
の
街
頭
で
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
募
金
運
動
が

展
開
さ
れ
、
福
祉
の
向
上
に
と

多
く
の
“
善
意
一
が
寄
せ
ら
れ

感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

本
市
に
お

い
て
も
運
動
期
間

中
の
十
月
十
一
日
に
、
市
内
本

町
中
三
デ
バ
ー
ト
前
で
、
森
田

市
長
を
は
じ
め
平
山
誠
敏
市
社

会
福
祉
協
議
会
長
ら
が
、
街
頭

奉
仕
者
を
激
励
し
て
運
動
を
盛
 

り
上
げ
ま
し
た
。
 

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
昨

年
の
運
動
期
間
中
、
六
百
五
十

五
万
円
余
の
善
意
が
赤
い
羽
根

に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
年

は
七
百
万
円
を
目
標
に
、
十
一
一

月
三
十
一
日
ま
で
募
金
活
動
が

行
わ
れ
ま
す
。
 

募
金
は
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
、
寝
た
き
り
老
人
、
心

身
障
害
者
、
生
活
保
護
者
の
世

話
、
災
害
見
舞
金
な
ど
に
充
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

〉や
さ
し
さ
を
く
だ
さ
い
）
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(1） 人件費の状況（普通会計決算） 

区 分 
住民基本台帳人口 
（年 度 末） 

歳
 
出

額
A
  

実質収支 人
 
件
 
費

B
  

人件費率 
(B IA) 

（参考） 
56年度の人件費率 

58 .3 .3 I 千円 干円 千円 % % 
57年度 52,815 人 12.332,027 94,425 1,913,380 15.5 15.2 

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含む。 

(2）職員給与費の状況（普通会計予算） 

区 分 
職員数 

A 

給 	 与 	 費 1入当たり給与費 

(B/A) 給 	料 職員手当 期未・勤勉手当 計 B 

59年度 410人 

千円 

922,662 
千円 

169,279 
千円 

388.268 1.480 
千円 

,209 
千円 

3,691.3 

（注）1 職員手当には退職手当を含まない。 

2 給与費は当初予算 (9月補正後の予算）に計上された額である。 

(3）職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（59年 4 月 1日現在） 

区 	分 
一 般 行 政 職 技 能 労 務 職 

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給料月額 平均年齢 

五所川原市 
円 

196,602 2
 

。
u
 

0
 
0
 

円
1
5
 

 
4
 a
 

1
 

歳
0
  

円 
1邸 ,1昭 

円 
185,397 

歳
  4

 
6
 

,
 

7
  

国 
円 

213,340 

、、― 畿 
40' 1 

円 
193,150 - ~ 

歳
  4

 
8
 

に。
 
 

(4）職員の初任給の状況（59年 4 月1日現在） 

区 	分 

五 所 'I 原 市 国 

決定初任給 採用 2 年経過日 
給 	料 	額 初 	任 	給 

用 2 年経過日 
料 	額 

―般行政職 
大学卒 100,200円 109,100円 1叫,0叩円 114,900円 

高校卒 87,700円 93,400円 87,700円 93 .400円 

(5）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（59年 4 月1日現在） 

区 	分 経験年 数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年 

一般行政職 
大学卒 170,400円 205,2叩円 238,500円 

高校卒 140,510円 176,266円 189,9関円 

技能労務職 
大学卒 円 円 円 

高校卒 136,141円 円 

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいうものである。 

共同募金奉仕者を激励する森田市長ら 



ニ
万
五
千
円
寄
付
 

県
信
用
組
合
五
所
 

川
原
支
店
貯
蓄
会
 

県
信
用
組
合
五
所
川
原
支
店
 

貯
蓄
会
で
あ
る
重
陽
会
（
稲
葉
 

社
会
福
祉
に
役
立

て
て
と
十
万
円
 

鳥
森
の
藤
田
さ
ん
 

市
内
鳥
森
の
藤
田
博
さ
ん
 

（四
七
）
は
＋
月
二
十
三
日
、
 

社
会
福
祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
と
現
金
十
万
円
を
市
社
会
福

祉
協
議
会
に
寄
付
し
ま
し
た
。
 

こ
の
お
金
は
、
先
に
亡
く
な

っ
た
父
の
香
典
返
し
と
し
て
寄

付
し
た
も
の
で
す
。
 

「愛
の

一
握
箱
」
か
 

ら
四
万
七
千
余
円
 

西
北
五
す
し
組
合
 

青
森
県
す
し
組
合
西
北
五
支

部

（
高橋
幸
一
支
部
長
）
は
十

月
二
十
六
日
、
市
社
会
福
祉
協

議
会
へ
現
金
四
万
七
千
七
百
四

十

一
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
 

こ
の
お
金
は
組
合
加
盟
の
三

十
四
店
が
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
上

げ
て
置
い
た
“
愛
の
一
握
箱
）
 

に
入
れ
ら
れ
た
釣
り
銭
な
ど
を

集
め
て
寄
付
し
た
も
の
で
す
。
 

忠
司
代
表

・
会
員
四
十
五
名
）
 

は
十
一
月
一
日
、
困
っ
て
い
る

人
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
市

社
会
福
祉
協
議
会
に
現
金
二
万

五
千
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
 

市
社
協
へ
の
寄
付
は
今
年
で

四
回
目
と
な
り
、
関
係
者
か
ら

感
謝
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

バ
ザ
ー
ル
の
益
金
 

一
万
三
百
余
円
 

南
小
六
年
P
T
A
 

市
立
南
小
学
校
の
六
学
年
P
 

T
A
は
十
一
月
一
日
、
東
奥
日

報
五
所
川
原
支
局
を
通
じ
て
市

社
会
福
祉
協
議
会
の
福
祉
基
金

に
現
金
一
万
三
百
五
十
円
を
寄

付
し
ま
し
た
。
 

こ
の
お
金
は
こ
の
ほ
ど
同
校

で
開
か
れ
た
校
内
バ
ザ
ー
ル
の

純
益
金
の
一
部
を
寄
付
し
た
も

の
で
す
。
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(6）一般行政職の等級別職員数の状況（59年 4月1日現在） 

区 	分 1 等級 2 等級 3 等級 4 等級 5 等級 6 等級 計 

標準的な職務内容 部 長 課 長 課長補佐 係 長 主 事 主事補 × 
職 	員 	数 人
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注） 1. 五所川原市の給与条例に基づく給料表の等級区分による職員数である。 

2. 標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な職名である。 

(7）職員手当の状況 

区 分 五 	所 	川 	原 	市 国 

期末手当 

勤勉手当 

(58年度支給割合） 
期末手当 	働勉手当 

6 月期 	 1.4月分 	 0.5月分 
12月期 	 1.9月分 	 0.6月分 
3 月期 	 0.5月分 	 ー月分 
計 	 3.8月分 	 1.1月分 

度
 
支
 
給
 
割
 

A
ロ
 

く
 

6
1
23
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計

年
 

期
期
期

？
期

1
1
0
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月
月
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月

当
分
分
分

分

手
月
月
月
月

勉

.
5.
6一
 .
1
 

 

末

.
4.
9.
5.
8
 

 
（支給率） 	自己都合 	勧奨・定年 （支給率） 	自己都合 	勧奨・定年 
勤統 20 年 	25.2558 月分 	34.692 	月分 勤続 20 年 	21.0 	月分 	28.875 	月分 
勤続 25年 	34.495 	月分 	48.3387 月分 勤続 25 年 	28.375 	月分 	44.55 	月分 
動続 35 年 	54.245 	月分 	7L4372 月分 勤続 35 年 	‘8.125 	月分 	63.525 	月分 
最高限度額 	66.42 	月分 	71.4372 月分 最高限慶額 	60.0 	月分 	63.525 月分 

退職手当 1人当たり 
平均支給額 	1,108千円 	12,487千円 
その他の加算措置 	制度なし 
退 職 時 	 なし 
特別昇給 その他の加算措置 	制度なし 

50歳以上で勤続20年以上の勧奨退職者 4 号給 退 職 時 	原則 1号俸 
50歳以上で勤続20年未満の勧奨退職者 3 号給 特別昇給 	特別の勧奨退職者 2 号俸 

（注） 退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額である。 

調整手当一 

(59年 4月 

1日現在） 

支 給 対 象 地 域 医療職ト）の適用を受けている職員 

支 	給 	率 
9
  

支 給，対 象 職 員 数 人
  1

 
8
 

 国 	の 	制 	度 
（ 支 給 率） 9

  支給対象職員 1人当たり 
平均支給年額（57年度決算） 380,507 

円 

恵
ま
れ

な

い
人
へ
 

愛
の
寄
金
あ
り
が
と
う
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特殊勤務 

手 	当 

(57年度） 

区 	 分 全 職 種 

職員全体に占める手当支給職員の割合 31.4% 

支給対象職員 1 人当た り平均支給年額 297,407円 

手 	当 	の 	種 	類 	（手当数） 24 

代表的な手当の名称 
支 給 額 の 多 い 手 当 診療従事者手当 

多くの職員に支給されている手当 診療従事者手当 

別 紙 
	

(59年 4 月1日現在） 

区 分 内 	 容 国の制度
との異同 

国の割度と
異なる内容 

扶養手当 

他に生計の途がなく主としてその職員の扶養を受けている者（次に掲げる者に限るJ のある職

員に支給する。 

同 	じ 

(1) 配偶者（届出をしないが事実上婚姻関係と同様の 支 	給 	額 

事情にある者を含むJ 
配 偶 者 12,3叩円 

配
偶
者
以
外
  

1 
3,800円 

(2) 18歳未満の子及び孫 人目欝纂 8,300円 
(3) 60歳以上の父母及び祖父母 2 	人 目 3,8叩円 
(4) 18歳未満の弟妹 3人目以上 1,0加円 

(5）重度心身障害者 

住居手当 

1 ．自ら居住するため住宅（貸間を含むJを借り受け、月額9千円を超える家賃を支払っている職員。 

支給額 (1）月額16,500円以下の家賃を支払っている職員 	家賃一 9,000円 

）月額16 7 同 	じ 
(2 ・s00円を超える家賃を支払っている職員（ま賃識器姦＋ + .50姻 

2 ，自己の所有する住宅に居住する職員 	支給額 	1,000円 

ただし、当該住宅が新築され、又は購入されたものである場合は、当該新築又は購入がなさ

れた日から起算して 5年経過するまでの間は、月額 2,500円 

通動手当 

I ，通勧のため交通機関または有料道路を利用して、その運賃又は料金を負担することを常例と

する職員。 

支給額 運賃等相等額。ただし運賃等相等額が17,600円を超える場合は、17,600円にその超

えた額の 2 分の 1の額（2,8叩円限度）を加算した額 

同 	じ 

乙．ュ邑国小刀1この目軍；早ての1也の父皿のIll共て’規則て’足め 使 用 距 離 支給額 
るものを使用することを常例とする職員。 片道 5 キロメートル未満 2,000円 

3‘通動のため交通機関等を利用してその運賃等を負担

し、かっ自転車等を使用することを常例とする職員。 
片道 54E1I0 Uにj 賄 2,400円 

士‘ム“ 	,田イ玉竹“1竹“ll ，せd吾 F"L ，・‘“，」’ 1“ノh 入ョエ“ 
片道10キロメートル以上 3,600円 

x雁’m 	」士’守丁ロ守 MF)( U 日り1,' -1 l,りmvノロβI召製 

※いずれの場合も原則として徒歩により通動するものとした場合の通勤距離が片道 2km 未満で

あるものを除く。 

(8）特別職の報酬等の状況（59年 4 月1日現在） 

時間外 

勤務手当 

57年度 
支 	給 	総 	額 73,347千円 

職員1人当たり支給年額 96千円 

56年度 
支 	給 	総 	額 85,803千円 

職員1人当たり支給年額 113千円 

区 分 給 料 月 額 等 

給
料
 

市助
収
 
長
役

役
 

入
  

655,000円 
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(58年度支給割合） 
6 月期 	1.4 
12月期 	1.9 
3 月期 	0.5 
計 	3.8 

月分

月分

月分
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灘
事
業
資
金
の
借
入
れ
は

有
利
 

髪
な
「
信
用
保
証
付
融
資

」
報春
 舞§‘をジが 

,
 

雌鱗灘爆舞全制度に加入三しで総ますか 
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※詳しくは、市民相談室にお問い合せください。（廿35-2111 内線282番） 

種 類 事故・ 災害の程度 給付額 

死 亡 
見舞金 

出稼中（出発から帰宅まで）における死亡。ただ
し、→制帝省中の死亡を除く。 

500,000円 

傷 病 

見舞金 

出稼中における負傷 

又は疾病で休業療整 

を要するもの 

6カ月以上であるもの 80,000円 

3カ月以上6カ月未満であ 
るもの 

60, 000 [1J 

1カ月以上3カ月未満であ 
るもの 

50,000円 

障 害 
見舞金 

畠秘中における負傷又は疾病による障害で、通常
の就労を不能とする程度のもの 

200,000円 

火 災 

見舞金 

加入者の留守宅の火災による焼失（半焼以上） 80,000円 

加入者の出稼就労先宿舎の火災で、加入者に著し
い損害を生じさせたもの 

30,000円 

市
で
は
地
元
中
小
企
業
の
経

営
の
安
定
と
近
代
化
を
図
る
た

め
、
県
信
用
保
証
協
会

と
協

調
し

て
次
の
よ
う
な
特

別
保

証
融
資
制
度
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
 

▽
中
小
企
業
不
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対
策
資
金
特

別
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証
融
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制
度
 

m
資
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途
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融
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関
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年
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五
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 ⑥

保
証
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び
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保
証
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一
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保
は
原
則
と
し
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す
。
 

▽
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業
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年
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保
証
人
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び
担
保
 
保
証

人
は
一
名
以
上
、
ま
た
必
要
に

応
じ
て
担
保
も
徴
求
し
ま
す
。
 

な
お
、
県
信
用
保
証
協
会
で

は
、
本
市
の
制
度
と
は
別
に
県

と
協
調
し
て
、
次
の
よ
う
な
特

別
保
証
制
度
も
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
 

▽
地
場
産
業
活
路
開
拓
資
金
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別
保
証
制
度
 

m
資
金
の
使
途
 
運
転
及
び

設
備
資
金
 

②
保
証
金
額
 
一
一
、五
〇
〇

万
円
以
内
（
但
し
企
業
化
資
金

五
、
〇
〇
〇
万
円
以
内
）
 

⑧
保
証
期
間
 
運
転
資
金
七

年
以
内
、
設
備
資
金
十
年
以
内

固
利
息
 
年
率
六

・
四
％
以

内
 ⑤

保
証
料
 
年
率
〇

・
八
〇
 

%
 ⑥

保
証
人
及
び
担
保
 
保
証

人
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一
名
以
上
で
必
要
に
応
じ

て
担
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を
徴
求
し
ま
す
。
 

▽
中
小
企
業
体
質
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化
資
金
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証
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設
備
資
金
 

②
保
証
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額
三
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〇
万
 
 

円
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内
（
但
し
商
工
調
停
士
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指
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を
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い
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の
は
別

枠
と
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さ
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（
又）
 

万
円
以
内
）
 

⑧
保
証
期
間
 
運
転
資
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五

年
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内
（
但
し
商
工
調
停
士
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指
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い
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の
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年
以
内
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設
備
資
金
七
年
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内

固
利
息
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・
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〇
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（
但
し組
合
共
同
事
業
推
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融

資
は
七
・
六
％
)
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保
証
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年
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・
九
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保
証
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及
び
担
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保
証

人
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一
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以
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で
必
要
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応
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担
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を
徴
求
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す
。
 

▽
中
小
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業
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証
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〇
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⑧
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ら
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証
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一
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必
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▽
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他
の
制
度
 

地
場
産
業
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転
五
、〇
〇
〇

万
円
以
内
、設
備
七
、〇
〇
〇
万

以
内
、
保
証
期
間
運
転
七
年
以

内
、
設
備
十
年
以
内
）
 

商
店
街
店
舗
等
近
代
化
資

金
特
別
保
証
制
度
 

（保
証
金
額
個
人

・
会
社
七
、
 

〇
〇
〇
万
円
以
内
、組
合
一
四
、
 

〇
〇
〇
万
円
以
内
、
期
間
十
年

以
内
）
 

、
三
、中
小
企
業
不
況
対
策
資
金

特
別
保
証
制
度
 

（
保証
金
額
運
転
三
、〇
〇
〇

万
円
以
内
、
期
間
七
年
以
内
）
 

中
小
企
業
季
節
資
金
 

（
保
証
金額
運
転
五
、〇
〇
〇

万
円
以
内
、
但
し
組
A絵

貸
一

一
】
、
〇
〇
〇
万
円
以
内
、
期
間
六

ケ
月
以
内
）
 

中
小
企
業
手
形
割
引
、
商

手
担
保
特
別
保
証
制
度
 

（
保
証
金額
運
転
五
、〇
〇
〇

万
円
以
内
、
期
間
特
に
定
め
な

し
）
 

※
業
種
等
に
よ
っ
て
は
、
保

証
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
県

信
用
保
証
協
会
五
所
川
原
支
部

へ
お
間
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
（
。
 

三
五
ー
四
一
二
一
番
）
 

「事
故
見
舞

金
制
度
と
は
」
 

出
稼
労
働
者

お
よ
び
留
守
家

族
の
し
あ
わ
せ

の
た
め
に
、
県

と
市
町
村
が
つ

く
っ
た
出
稼
協

会
で
行
う
互
助

制
度
で
す
。
 

出
稼
ぎ
す
る

方
が
み
ん
な
加

入
し
、
掛
金
を

出
し
合
っ
て
お

互
い
に
助
け
合
 
 

う
も
の
で
す
。
 

加
入
し
た
出
稼
ぎ
労
働
者
は

出
稼
期
間
中
い

つ
、
ど
こ
で
災

害
に
あ
っ
て
も
見
舞
金
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
 

「
出
稼
ぎ
労
働
者
と
は
」
 

ー
カ
月
以
上
一
年
未
満
居
住

地
を
離
れ
て
就
労
し
、
就
労
後

居
住
地
に
帰
る
方
を
い
い
ま
す
。
 

（
県内
外
の
就
労
を
問
い
ま
せ

ん
。）
 

「加
入
申
し
込
み
は
」
 

市
市
民
相
談
室
及
び
各
支
所
 

窓
ロ
で
受
付
け
て
い
ま
す
。
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今
日
、
大
き
な
関
心
事
と
な

っ
て
い
る
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
課
題
を
少
し
で
も
推
進

す
る
た
め
国
で
は
、
ソ
ー
ラ

ー
 

シ
ス
テ
ム
導
入
者
に
対
し
て
、
 

次
の
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
総
合

普
及
施
策
を
打
ち
出
し
、
よ
り

多
く
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ

き
、
石
油
か
ら
太
陽
へ
と
代
替

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
を
図
り
、
 

現
在
、
 ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
 

便
利
で
快
適
な
生
活
環
境
の
寄

与
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
 

は
、
給
湯
か
ら
冷
暖
房
ま
で
全

国
各
地
の
様
々
な
分
野
で
利
用

さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。
 

例
え
ば
、
お
風
呂
屋
さ
ん
を

は
じ
め
ホ
テ
ル

・
旅
館
、
工
場
、
 

寮
な
ど
の
よ
う
に
大
量
の
お
湯

を
使
う
と
こ
ろ
、
あ
る
い
は
、
 

「
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
総
台

善
及
施
策
」
（
通商
産
業
省
関
係
）
 

病
院
、
社
会
福
祉
施
設
な
ど
で

も
利
用
さ
れ
て
お
り
、
又

一
般

の
事
務
所
・
住
宅
は
も
ち
ろ
ん
、
 

産
業
用
ま
で
も
広
く
役
立
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
も

ご
利
用
し
て
み
て
は
、
い
か
が

で
す
か
。
 

▽
誓
及
促
進
事
業
の
実
施
 

m
公
的
施
設
に
対
す
る
設
置

補
助
 

o
地
方
公
共
団
体
及
び
公

的
法
人
等
が
設
置
運
営

す
る
施
設
等
に
対
し
て
 

（補
助
率
二
分
の
一
以

内
）
 

②
住
宅
・
事
業
用
施
設
に
対

す
る
低
利
融
資
 

O
住
宅
金
利
五

・
五
％
 

償
還
期
間
五
年
 

O
事
業
用
施
設
金
利
六

・

五
％
 

償
還
期
間
十
年
 

▽
税
制
・
金
融
上
の
優
過
措
 

置
の
実
施
 

m
事
業
用
ソ
ー
ラ

ー
シ
ス
テ

ム
に
対
す
る
税
制
上
の
優
遇

措
置
 

〇
減
価
償
却
資
産
の
取
得

価
額
の
七
％
を
減
税
、
 

又
は
初
年
度
取
得
価
格

の
三
〇
％
の
特
別
償
却

制
度
 

O
固
定
資
産
税
課
税
標
準

の
特
例
（
五
分
の
四
、
 

三
年
間
）
 

②
中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
 

金
に
よ
る
融
資
 

O
一
、五
〇
〇
万
円
以
下

無
利
子
 

償
還
期
間
 
五
年
以
内

⑧
中
小
企
業
の
施
設
に
対
す

る
融
資

（
中
小企
業
金
融
公

庫
）
 

※
詳
し
く
は
、
青
森
県
企
画

部
調
整
課
 
ェ
ネ
ル
ギ
ー
担

当
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

（
廿
〇

一
七
七
ー
二
ニ
ー
一

一
一
一
 
内
線
二

一
五
一
番
）
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第 5回 

青森県郷土料理コンクールを開催 
青森県の郷土料理を再認識するとともに、最近のし好に合っ 

た新しい料理の作品を募集し、優れた作品には、県内外に「あ 

おもりの味」 として広く宣伝紹介し、その商品化・定着化を図 

るため下記応募要領により開催します。 

0応募要領 

1，作品規定 

(1）課題部門の作品は、きのこ、山菜を主材料にした料理と 

します。 

(2）自由部門の作品は、県内で生産される材料を主とした最 

近のし好に合った新しい郷土料理にふさわしい作品とします一 

(3昨品は本コンクールに未発表のものに限ります。 

2.応募資格 資格は問いません。 

3.受付け期限 11月30日働まで 

~ 4．応募先（間い合せ先） 

ー 	〒030 青森市長島1丁目1の1 青森県観光課内 

（相青森県物産協会 郷土料理コンクール係 

(云O177⑩ 1111 内線4177) 
5.応募方法 

市商工観光課または県観光課に備え付けている出品申込

書に所要事項を記入のうえお申し込みください。ただし、 

同一人が応募できる数はー部門3点以内までです。 

6．審 査 

応募作品は予備審査（書類審査）を行い、予備審査を通

過した作品について本審査を行います。本審査では、作品 

1点につき試食用1人前、展示用1人前を作っていただき

ます。本審査は昭和59年12月14日固、会場は青森市民文化

センターです。 

7．発表及び授賞 

本審査の結果は本審査当日、会場において発表します。 

0賞 ・特選…1点5万円。 ・準特選…1点3万円。 

・入選…3点1万円。 

特選には知事賞として楯を、入賞者すべてに県物産協会 

から賞状のほか副賞を、また選外者には記念品をそれぞれ 

●．  贈呈します。 

+ 

給湯システム 
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漕
縮
難
鷺
滴
い
織
 

▽
納
期
限
 
十
一
月
三
十
日
  

ま
せ
ん
か
。
今

一
度
納
付
書
  

日
か
ら
十
二
月
二
十
八
日
ま

国
民
健
康
保
険
税
 
三
期
 
を

た
し
か
め
て
未
納
の
時
は
 
で

強
調
期
間
を
設
け
て
納
税
 

固
定
資
産
税
 

四
期
 
す

み
や
か
に
納
付
し
て
く
だ
 
者

の
納
期
内
完
納
、

滞
納
者
 

▽
納
期
限
十
ニ
月
ニ
十
八
日
 

国
民
健
康
保
険
税
 
四

期

市
県
民
税
 
四

期
 

滞
納
や
納
付
も
れ
は
あ
り
 

さ
い
。
 

市
で
は
納
税
貯
菩
組
合
連
 

合
会
と
提
携
し
、
十
一
月
一
 

の
自
主
納
税
促
進
、
滞
納
整

理
等
年
内
完
納
を
目
途
に
強

調
運
動
を
実
施
中
で
す
。
 

帯
響
蘇
鱗
競
鷲
蹄
 

■

教
養
講
座
ロ
 

組
ひ
も
受
講
者
募

集
 熱心に受講されるみなさん 

市
で
は
、
市
民
の
日
常
の
悩

み
、
困
り
ご
と
、
心
配
ご
と
を

解
消
し
、
明
る
く
楽
し
い
家
庭

生
活
を
築
い
て
も
ら
う
た
め
、
 

次
の
日
程
で
「
一
日
総
合
市
民

相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。
 

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
 

▽
日
時
 十
一
月
二
十
九
日
 

（
木）
午
前十
時
か
ら
午
後
三
時

ま
で
 
 

▽
場
所
 
市
民
文
化
会
館

▽
料
金
 
無
料
で
す
。
 

▽
相
談
内
容
 
土
地
建
物
、
 

借
地
借
家
、
登
記
金
銭
貸
借
、
 

相
続
贈
与
等
、
交
通
事
故
、
困

り
ご
と
、
国
税
、
職
業
相
談
及

紹
介
、
国
道
・
県
道並
び
に
建

築
問
題
、
中
小
企
業
の
金
融
、
 

行
政
問
題
、
家
庭
紛
争
、
離
婚
、
 

婦
人
、
母
子
家
庭
更
生
資
金
、
 
 

里
親
そ
の
他
心
配
ご
と
、
労
働

条
件
、
解
雇
問
題
、
賃
金
不
払
、
 

食
品
衛
生
、
健
康
相
談
、
公
害

に
関
す
る
問
題
他
。
 

▽
そ
の
他
、住
所
、
氏
名
、
 

電
話
番
号
、
相
談
の
要
点
等
そ

え
て
、
十
一
月
ニ
十
日
ま
で
市

民
相
談
室

（
。
三
五ー
二
一
一
 

．
番
）
へ
申
込
ん
で
下
さ
い
。
 

組
ひ
も
は
、
日
本
独
自
の
高

度
な
発
展
を
と
げ
た
技
法
で
、
 

歴
史
は
古
く
縄
文
時
代
へ
と
さ

か
の
ぼ
り
ま
す
。
と
く
に
奈
良

時
代
か
ら
の
手
法
を
正
確
に
伝

え
現
代
で
も
そ
の
ま
ま
実
用
化

さ
れ
て
い
る
工
芸
で
す
。
 

あ
な
た
も
ニ
つ
と
な
い
「
紐
」
 

を
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
ご
知
人
 

・

友
人
・
両
親
な
ど
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
の
受
講
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
 

▽
期
日
 
六
十
年
一
月
二
十

一
百

（火
）
・
二十
四
日
（
木
）
 

二
十
九
日

（火
）
ニ
ニ
十
一
日
 

（
木
）
、二
月
五
日
（
火
）・
七
日
 

（
木
）

・
十
一
百

（火
）
・
十四

日

（木
）

・
十
九
日

（火
）
・
一一

十

一
日
（
木
）
 

▽
場
所
 
勤
労
青少
年
ホ
ー
 

ム
 ▽

受
講
料
 
無
料
で
す

▽
受
講
資
格
 

市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先

を
有
す
る
勤
労
青
少
年
で
、
満

十
五
歳
以
上
三
＋
歳
未
満
の
方

▽
締
切
り
 
十
一
月
十
九
日
 

（月
）
か
ら
十
二
月
ニ
十
五
日
 

（
火
）ま
で
 

▽
申
込
み
・
間
い
合
わ
せ
先

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
廿
 
 

三
四
ー
三
六
O
二
番
）
へ
ど
う

ぞ
。
 津

軽
史
研
究
 

発
表
会
開
く
 

み
な
さ
ん
の
お
い
で
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

▽
日
時
 

十

一
月
十
八
日
 

（日
）
午
後
十
二
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
 

▽
場
所
 
市
中
央
公
民
館
 
 

▽
発
表
者
 

間
山
鉄
夫
（
市
立
沖
飯
詰
小
 

学
校
長
）
 

新
谷
雄
蔵

（
市文
化
財
審
議
 

員
）
 

豊
島
勝
蔵
（
市
文
化
財
審
議
 

員
）
 

▽
主
催
 
北
奥
文
化
研
究
会
 

場
所
と
相
談
日

変
り
ま
し
た
 

交
通
事
故
相
談
所
 

交
通
事
故
相
談
所
の
場
所
と

相
談
日
が
、
十
一
月
か
ら
変
更

さ
れ
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

相
陳
日
 
毎
月
第
ニ
・
四
火
 

履
日
 

場
 
所
 
市
市
民
相
談
宣

こ
の
二
日
間
は
交
通
事
故
専

門
の
相
談
日
と
な
り
ま
す
の
で
、
 

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

（
市民
相
談
室
 
費
ニ
工サ
ー
ーー
 

ー
ー
ー
 
内
線
二
八

一
番
）
 

俳
 

旬
 

五
所
川
原
俳
句
会
提
供
 

風
船
の
目
玉
大
き
く
晩
稲
守
る
 

対
馬
 
庫
子

豊
年
ゃ
ひ
ょ
っ
と
こ
出
ぎ
待
つ
里
柳
難
 

成
田
 
市
子

著
荷
の
子
ひ
と
つ
の
呼
吸
の
あ
り
に
け
り
 

平
間
 
憲
子

こ
お
ろ
ぎ
の
ふ
と
鳴
き
や
み
し
真
く
ら
や
み
 
斎
藤
今
日
子

旅
ご
こ
ろ
夜
を
日
に
継
い
で
冷
や
や
か
に
 

前
田
せ
い
女

芭
道
暮
れ
ゆ
く
色
の
の
り
に
け
り
 

斎
藤
 
サ
ダ
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広
報

紙

の
早

期
配

布
に
ご

協
力

下

さ

い
 

市立図書館 

書 	名 著者名 ‘「】 	一名 著者名 

本の旅・歴史の旅 文車の会 沈 	 床 三好 京三 

年表日本歴史 黛 	弘道 姥 と き め き 田辺 聖子 

青少年のボラン 全国社会 牡 丹 の 庭 芝木 好子 

テイア活動 福祉協議会 虫のいのちにも 水上 	勉 

貨 幣 の 歴 史 稲垣 史生 12 	の 	素 顔 渡辺 淳一 

幼い子のいる 
暮らし 

毛利 子来 
星 に 願 い を

他人の花は赤い 

林 真理子

平岩 弓枝 

戦 争 と 愛 アリシャバナ 誤 	 判 和久 峻三 

世界情勢と 
世界の動き社 

私の手も と箱 秋山十三子 

日本外交 梅安料理ごよみ 池波正太郎 

空間の演出―窓

国立故宮博物院 

保坂陽一郎

国立故宮 

おじいさんの 
日和下駄 

永 	忠順 

緯孫 博 物 院 
いま花の と き 田中 澄江 

ュニッ ト折り紙 布施 知子 

抹茶のすべて 土屋 	衛 
私のものの見方 

考え方 
松本 清張 

竹 と・暮 ら し 上田弘一郎 
愛 情 物 語 赤川 次郎 

研究集録第20号 
県 小 学
校 長 会 

懐かし き友ノ、 井上 	淳 

破 牢 の 人 太田 蘭三 

青森県観光要覧 
県 商 エ
労 働 部 女 人 用 心 帖 多岐川 恭 

絵 と 文 弘 前 笹森 貞ニ 飾 	 花 栗崎 	鼻 

教育関係職員録59 県市町村
連絡協議会 

日本の天然記念物

暮しの夢づくり 

加藤陸奥雄

西村 玲子 
お え ん 遊 行 石牟礼道子 
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浅虫水族館のこ案内 

浅虫水瀬官は、寒帯、温帯、熱帯の各魚類の鑑賞及びア

シカ・イルカのショーの観覧をすべて屋内において楽しめ

るよう工夫をこらして、みなさんの来館をお待ちしており

ます。 

・入館料（団体割引 30人以上10％・駐車料金 1 台300円） 

大 	人 中 学 生 小 学 生 幼 児 

1,500円 700円 500円 100円 

・開館時間 

月 開 館 時 間 

12月 1日～ 3 月20日 9 : 00 - 16: 30 

3 月21日～ 4 月 30日 9 :00 ・- 16: 30 

5 月 1日～ 6 月 30日 9 : 	00 - 18: 00 

(12月以降の行事については、次回号でお知らせしますJ 

みんなの健康教室へどうぞ 
医師会と家庭を結ぶ「みんなの健康教室」が次の日程で 

開かれます。お気軽においでください。 

今回のテーマは身体（四肢・体幹）の痛みについて 

レとき 11月30日（金） 午後1時 

＞ところ 市保健センター（旧警察署跡） 

＞講師 桂 修二先生 

＞主催 北五医師会・五所川原市民保健協議会 

移動保健所のお知らせ 

レとき 12月 5日（水） 

レ時間 午前9時30分～11時30分まで 

レところ 高野文化センター 

①ー般健康相談 ②血圧・心電図 ③尿 血液型等の検査 

④総合健康診断。 

レ料金 無料です。 

く乳幼児の健康診査） 

レ受付時間 午後1時～1時30分まで 

レ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 3歳児健診 

時は、小ビンに当日の尿を入れて持ってきてく 

ださい。 

現在、病気療養中の乳幼児はご遠慮ください。 

うところ 市保健センター（旧警察署跡） 

月 	齢 対 	象 	児 と 	き 

3 	カ 月 児 S 59年 	8 	月 	生 12 月 11日 

6 カ 月 児 S 59年 	5 	月 	生 12月 18日 

1 	歳 	児 S 58年 	11 月 	生 12月 24日 

1歳 6 カ月児 S 58年 	6 	月 	生 12 月 25日 

3 	歳 	児 S 56年 8 月・ 9 月生 12月 20日 

街頭献血にご協力を 

午 午 

3
回
  

「打庁舎前お祭り広場 マルトモデパート駐車場 12

TI 

10: 00-12: 00 13: 30-16: 00 

20 広田 日産自動車商会前 東北電力（株）五所川原 
営業所前 

10: 00-12: 00 13:30一一16:00 
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